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慶應義塾大学の学生寮
　

慶
應
義
塾
大
学
で
は
、
現
在
国
際
学
生

寮
の
開
設
を
進
め
て
お
り
、
今
回
は
そ
の

う
ち
の
１
つ
で
あ
る
綱
島
学
生
寮
を
紹
介

し
ま
す
。
日
本
人
学
生
と
と
も
に
、
多
く

の
留
学
生
も
暮
ら
す
国
際
学
生
寮
で
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
留
学
生
セ
リ
ー

ン
君
と
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｒ
Ａ

（
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
の
米

山
龍り
ょ
う

太た

君
に
、
綱
島
学
生
寮
の
魅
力
を

語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

米
山　

い
ち
ば
ん
の
特
徴
は
、
世
界
中
の

外
国
人
留
学
生
と
同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
。
部
屋
は
個
室
で
す
が
、

食
堂
な
ど
で
外
国
人
と
話
す
き
っ
か
け
は

た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
留
学
生

の
セ
リ
ー
ン
は

ど
う
感
じ
て
い

る
？

セ
リ
ー
ン　

キ

ャ
ン
パ
ス
だ
け

で
な
く
、
寮
で
も
日
本
人
学
生
と
一
緒
と

い
う
の
は
、
留
学
生
に
は
い
い
環
境
。
た

だ
Ｒ
Ａ
さ
ん
と
は
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
ま

す
が
、
他
の
日
本
人
学
生
と
も
っ
と
交
流

し
た
い
で
す
ね
。
食
堂
で
自
国
の
料
理
の

話
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
日
本
語
文
章
の

書
き
方
を
質
問
し
た
り
、
交
流
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
物
足
り
ま
せ
ん
。

米
山　
Ｒ
Ａ
の
僕
は
、
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ

て
多
く
の
国
に
知
り
合
い
が
で
き
ま
し
た
。

留
学
経
験
は
な
い
の
で
す
が
、
情
報
交
換

を
し
た
り
、
一
緒
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
た

り
し
て
、
視
野
が
ぐ
ん
と
広
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
普
通
の
大
学
生
活
は
、
日

本
人
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
験
で
終
わ

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

綱
島
寮
に
住
み
、
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し

て
自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
留

学
生
が
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
持
つ

い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
自
然
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
価
値
観

が
芽
生
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

セ
リ
ー
ン　

私
た
ち
留
学
生
は
、
会
話
に

慣
れ
る
た
め
に
、
日
本
を
も
っ
と
知
る
た

め
に
、
日
本
人
学
生
か
ら
ど
ん
ど
ん
話
し

か
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
の
友
達
を
つ
く
り
た
い
人
は
、
綱

島
寮
に
来
る
と
い
い
で
す
よ
。

米
山　

そ
の
他
、
食
事
は
お
い
し
く
て
、

家
具
付
き
で
設
備
も
整
っ
て
い
て
、
住
み

心
地
は
い
い
。

セ
リ
ー
ン　

寮
長
さ
ん
た
ち
は
、
日
本
の

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
あ
た
た
か
い
心

で
、
な
ん
で
も
親
身
に
な
っ
て
く
れ
て
、

と
っ
て
も
安
心
で
き
ま
す
。

エディー アミン,
セリーン君

米山龍
りょう

太
た
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慶應義塾大学の学生寮一覧

今後、開設される学生寮

　慶應義塾大学では学生の一人暮らしを支援するため、近年、学生寮の充実をはかっています。特に、留学生と
日本人学生が共に暮らす国際学生寮の開設を進めており、今年度末以降に２棟の新設が予定されています。

　慶應義塾大学では初めての試みとなるユニット形式を採用し、国際学生
寮ならではの日常的にグローバルな交流を促す居住環境を提供します。各
ユニットには、遮音性の高い 4つの個室と共用リビング・ユニットシャ
ワーが用意され、交流空間とパーソナル空間を確保します。

交　　通：�日吉キャンパス徒歩約 10 分、東急東横線／目黒線、横浜市営地下鉄
グリーンライン「日吉」駅 徒歩約 18 分

居 室 数：200 室（1ユニット〈4個室〉×50）
入居対象：留学生、日本人学生（新入生以外も入居者募集予定）
食事提供：無し（共用キッチンダイニングを設置予定）

交　　通：東急東横線「綱島」駅徒歩約 10 分　　居室数：163 室
入居対象：留学生、日本人学生（新入生以外の入居者募集については未定）
食事提供：無し（共用キッチンダイニングを設置予定）

　Tsunashima SST は、パナソニック株式会社の事業所跡地に異業種協業
で開発する次世代都市型スマートシティです。まちづくり構想と連動した
学生寮の整備は初めての試みであり、日常的に国際感覚や多様性を育む学
生寮の実現を目指します。

※レジデント・アシスタント（RA・日吉寄宿舎には無し）としての募集以外は、新入生のみが入居対象となります。レジデント・アシスタントの募
集は、随時、国際センターホームページに掲載します。
※各寮の費用や写真、問い合わせ先は右記のサイトをご参照ください。 URL https://www.keio.ac.jp/ja/student-life/housing.html
※上記の他に、留学生対象の学生寮もあります。詳細は、下記のサイトをご参照ください。
　 URL http://www.ic.keio.ac.jp/intl_student/housing/ryu_boshu.html

名称 入居対象 交通 居室数 食事提供

日吉寄宿舎 新入生（男性のみ） 東急東横線／目黒線、横浜市営地下鉄グ
リーンライン「日吉」駅徒歩約10分 18室（1室3名共有） 1日2食（朝・夕）

大森学生寮 新入生、留学生
JR京浜東北線・東急多摩川線／池上線「蒲
田」駅徒歩約15分、京急本線「梅屋敷」駅
徒歩約12分

127室（1室1名） 1日2食（朝・夕）

綱島学生寮 新入生、留学生 東急東横線「綱島」駅徒歩約7分 124室（1室1名） 1日2食（朝・夕）

元住吉宿舎 新入生、留学生
東急東横線／目黒線「元住吉」駅徒歩約
10分、東急東横線／目黒線、横浜市営地
下鉄グリーンライン「日吉」駅徒歩約8分

230室（1室1名） 無し（個室にミニキッチンあり）

初めての試みとなるユニット形式の日吉国際学生寮

「Tsunashima サスティナブル・スマートタウン（SST）」に国際学生寮開設

2017年
3月

開設予定

2018年
3月

開設予定

（2016 年 11 月現在）


